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衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
日
ロ
首
脳
会
談
に
つ
い
て
の
内
閣
総
理
大
臣
の
見
解
に
対
す
る
外
務
報
道
官
の
発
言
等

に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

外
務
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
四
十
九
号
）
第
十
六
条
第
四
項
に
お
い
て
、
「
外
務
報
道
官
は
、
命
を
受
け

て
、
外
務
省
の
所
掌
事
務
の
う
ち
国
内
広
報
及
び
海
外
広
報
そ
の
他
啓
発
の
た
め
の
措
置
並
び
に
文
化
の
分
野
に
お
け
る
国

際
交
流
に
係
る
重
要
事
項
に
関
す
る
事
務
を
総
括
整
理
す
る
。
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

二
か
ら
五
ま
で
に
つ
い
て

外
務
省
と
し
て
は
、
鳩
山
由
紀
夫
内
閣
総
理
大
臣
の
御
指
摘
の
発
言
は
、
北
方
領
土
に
関
す
る
我
が
国
の
法
的
立
場
を
害

す
る
こ
と
な
く
北
方
領
土
で
首
脳
会
談
を
行
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
よ
い
と
の
鳩
山
由
紀
夫
内
閣
総
理
大
臣
の
一
般
的
な
思
い

を
述
べ
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
兒
玉
和
夫
外
務
報
道
官
の
御
指
摘
の
発
言
は
、
記
者
の
質
問
を
受
け
、
こ
の
認
識
を
説

明
し
た
も
の
で
あ
り
、
鳩
山
由
紀
夫
内
閣
総
理
大
臣
の
御
指
摘
の
発
言
を
打
ち
消
す
も
の
で
は
な
い
。

六
に
つ
い
て

平
成
十
年
六
月
二
十
三
日
か
ら
同
月
二
十
六
日
ま
で
鈴
木
宗
男
北
海
道
開
発
庁
長
官
・
沖
縄
開
発
庁
長
官
（
当
時
）
が
国

一



後
島
及
び
択
捉
島
を
、
平
成
十
二
年
九
月
十
四
日
か
ら
同
月
十
七
日
ま
で
続
訓
弘
総
務
庁
長
官
（
当
時
）
が
択
捉
島
を
、
平

成
十
四
年
五
月
二
十
五
日
か
ら
同
月
二
十
七
日
ま
で
尾
身
幸
次
沖
縄
及
び
北
方
対
策
担
当
大
臣
（
当
時
）
が
国
後
島
を
、
平

成
十
五
年
八
月
三
十
一
日
か
ら
九
月
二
日
ま
で
細
田
博
之
沖
縄
及
び
北
方
対
策
担
当
大
臣
（
当
時
）
が
国
後
島
を
、
平
成
十

七
年
七
月
七
日
か
ら
同
月
十
一
日
ま
で
小
池
百
合
子
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
沖
縄
及
び
北
方
対
策
）
（
当
時
）
が
国
後
島

及
び
択
捉
島
を
そ
れ
ぞ
れ
訪
問
し
て
い
る
。

七
に
つ
い
て

四
島
交
流
は
現
島
民
と
の
相
互
理
解
の
増
進
を
目
的
と
し
た
枠
組
み
で
あ
り
、
訪
問
者
等
に
種
々
の
制
約
も
あ
る
こ
と
も

あ
り
、
首
脳
会
談
の
た
め
の
訪
問
を
こ
の
枠
組
み
の
下
で
行
う
こ
と
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
。
兒
玉
和
夫
外
務
報
道
官
の
御

指
摘
の
発
言
は
、
こ
の
趣
旨
を
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。

二


